







938年の『ブライトン・ロック』（Brighton Rock）、940年の『権力と栄光』（The Power and the 
Glory）、95年の『情事の終わり』（The End of the Affair）、96年の『燃え尽きた人間』（A 



























874年、ノルウェーの医師ジェラルド・ハンセン（Gerhard Henrick Armauer Hansenn 84-92） 
が癩菌を発見して以降、この病についての宗教的な見方は取り除かれた。このときから、「癩病」
























恵みを実際にもたらすしるしであり、それによって、神的いのちが授けられる。」（Catechism of the 
Catholic Church, 3 以下、CCC と略す） と定義される。また、The Oxford Dictionary of the 
Christian Churchでは、「秘跡は、キリスト者がキリストの秘儀に参与する手段である。」（The 





　本稿では、7つの秘跡のうち「病者の塗油」（the Anointing of the Sick）という考えを手掛かりに、


























































































































































































































































































































まるで十字架のない墓のようだった」 （BO, 379） 。「心を刺し貫く」（stick） という動詞が、院長に与
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